
� �
植物寄生性線虫の一つであるネコブセンチュウ

(���������������) は, 我が国において多くの農作物に
対して被害を及ぼしている難防除病害虫として知られて

いる. 九州地方においてもサツマイモ, サトイモ, ウリ

科果菜類 (キュウリ, メロン, ニガウリなど), ナス科

果菜類 (トマト, ナス, ピーマンなど) などの多品目に

わたる農作物でネコブセンチュウによる被害が深刻な問

題となっている (岩堀・上杉, 2013；古賀, 1992).

ネコブセンチュウの土壌中における動きは非常に緩慢

であり, 線虫自身による移動性は極めて限られている

(奈良部・稲垣, 1992). しかしながら, ネコブセンチュ

ウをはじめとする多くの有害線虫が圃場, 地域, あるい

は国境を超えて, 分布域を拡大していることが報告され

ている. 例えば, その国内での事例として, これまでサ

ツマイモネコブセンチュウ (���������������������������������) の分布が確認されていなかった北海
道の施設トマト, キュウリ栽培において発見された事例

(水越, 1997) が挙げられる. このような, 有害線虫の

伝搬は一般に人為的な手段, 例えば, 有害線虫に汚染さ

れた種苗や農業資材, また汚染土壌が付着した農業機械,

運搬容器, 生産者の靴・衣類からの持ち込み等が関与し

ていると考えられている (奈良部・稲垣, 1992). しか

しながら, 日常の作物生産活動におけるこのような有害

線虫の人為的移動の可能性については, 未だ十分な調査

がなされていない.

圃場へ持ち込まれる機会の多い農業資材の一つとして

園芸培養土があげられる. 従来, 育苗床土などの園芸培

養土は生産者がそれぞれ自家作製することが多かったが,

最近では, 多種多様の園芸培養土が市販されるようにな

り, これらを利用する機会も増えてきている. 本研究で

は, 市販の園芸培養土によるネコブセンチュウの伝搬の

可能性を検証するための一知見を得ることを目的として,

鹿児島市内で販売されている園芸培養土およびその他土

壌改良資材の基本的な土壌特性 (水分含有率, ��およ
び電気伝導率) を調査するとともに, これらにネコブセ

ンチュウが混入していないか, その存在の有無について

調査を行った. �������
鹿児島市内のホームセンターから購入した園芸培養土
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(配合土およびその他土壌改良資材) 18種類を供試した.

園芸培養土の内訳は, 配合土８種類 (それぞれ製造メー

カーの異なるものを選定), その他土壌改良資材９種類

(腐葉土, ピートモス, 川砂, ケト土, 桐生砂, 家畜ふ

ん堆肥, 有機性資材) である. これら園芸培養土は購入

後, 調査前まで直射日光の当たらない涼しいところで保

管した.

供試材料の水分含有率, ��および電気伝導率 (以下,��) は常法に従って測定した. すなわち, 水分含有率
は加熱減量法 (今井ら, 1988), ��は水抽出 (１：2�5)
によるガラス電極法 (亀和田, 1997�), ��は１：５水
抽出法 (亀和田, 1997�) によりそれぞれ測定した.
ネコブセンチュウ混入の有無は, ベールマン法による

分離・計数およびトマトを用いた生物検定によって検証

した. ベールマン法は供試材料20�を室温 (冬季は室温

20℃以上に維持) で３日間静置することで線虫を分離し

た (佐野, 2014). 分離された線虫は顕微鏡下でネコブ

センチュウとそれ以外の線虫に分けて計数した. トマト

による生物検定は以下のとおりに行った. 各供試材料を

充填したポリポット (直径９��) にトマト (品種：プ

リッツ) 幼苗を定植し, 鹿児島大学農学部附属農場内の

ガラス温室内 (加温装置を用いて最低気温18℃以上で管

理) で栽培した. 定植60日後にトマト苗を掘り上げ, 根

に付着した土壌を洗浄した後, 根こぶの形成程度を５段

階根こぶ形成程度別基準 (０：根こぶなし. １：根こぶ

がわずかに認められるが, 被害は目立たない. ２：一見

して根こぶが認められる. 大きな根こぶやつながった根

こぶは少ない. ３：大小の根こぶが多数認められる. 根

こぶに覆われて太くなった根も認められるが, 根域全体

の50％以下. ４：多くの根が根こぶだらけで太くなって

いる) を基に判定した (上田, 2014). また, 陽性対照

として, ネコブセンチュウ被害が発生している鹿児島大

学附属農場内の圃場 (汚染圃場) から採取した土壌につ

いても同様の試験を実施した. 以上のベールマン法によ

る分離・計数は３反復, トマトを用いた生物検定は２反

復ずつ行った. �������������������������������
供試した市販園芸培養土の土壌特性を第１表に示した.

園芸培養土の水分含有率は, 0�06～0�72 (中央値：0�47)�����1の範囲にあり, 川砂を除けばいずれも0�3�����1以
上の水分含有率を保持していた. ��は3�1～8�5 (中央値：
6�4) の範囲にあり, ピートモスが最も低く, 家畜ふん
堆肥が最も高い値を示した. 一方, ��は0�009～10�8
(中央値：0�332) ����1の範囲にあり, ピートモスが最
も低く, 家畜ふん堆肥が最も高い値を示した.

配合土は, その他土壌改良資材とは異なり, そのまま

単独で使用されることが想定される. そこで８種類の配

合土について注目してみると, ��：4�1～7�4,��：0�229
～1�94����1の比較的幅広い範囲にあり, 製品によって
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園芸培養土の種類

水分含有率
(�����1) �� ��

(����1) 内 容 物

配合土

配合土� 0�54 5�5 0�299 土壌 (黒土), ピートモス, 木炭, パーライト, バーク堆肥

配合土� 0�38 5�3 0�573 土壌 (黒土, 赤土), バーク, 軽石 (ボラ)

配合土� 0�50 6�1 1�88 バーク堆肥, 家畜ふん堆肥, 軽石 (ボラ)

配合土� 0�47 5�1 1�13 土壌, バーク堆肥, ピートモス, ココヤシピート

配合土� 0�44 7�4 0�752 土壌, 軽石 (ボラ), 家畜ふん堆肥, バーク

配合土� 0�46 6�8 1�94 バーク堆肥, 軽石 (ボラ)

配合土� 0�42 6�8 1�06 軽石 (ボラ), 家畜ふん堆肥, ピートモス, パーライト, バーミキュライト

配合土� 0�47 7�1 0�402 土壌 (赤玉土), バーク堆肥, 軽石 (ボラ), ピートモス, ココヤシピート
パーライト, 木炭

配合土� 0�41 4�1 1�61 ココヤシピート, 石炭灰

その他土壌改良資材

腐葉土� 0�56 7�6 0�523 －

腐葉土� 0�62 5�5 0�112 －

ピートモス 0�35 3�1 0�175 －

川砂 0�06 7�1 0�009 －

ケト土 0�72 5�2 0�332 －

桐生砂 0�32 6�0 0�013 －

豚ぷん堆肥 0�51 8�5 7�56 豚ぷん堆肥, バーク

牛ふん堆肥 0�43 7�7 10�8 牛ふん堆肥, おがくず

有機性資材 0�47 6�6 4�16 バーク堆肥, パーライト, バーミキュライト



ばらつきがあることが認められた. このことは, これら

配合土の使用にあたっては栽培作物の特性を考慮し, そ

れに適合した製品を選択する必要があることを示してい

る. 植え付け時における��の適正値は土壌型によって
異なってくるものの, 一般的には0�8����1を超えない
程度が目安とされている (加藤, 1996). いくつかの製

品は��が1�5����1を超えており, このような配合土を
用いる場合, 栽培する作物種によっては注意を払う必要

がある. なお, 製造メーカーによる表示および著者らの

観察によれば, 配合土は土壌 (黒土, 赤土, 赤玉土),

軽石 (ボラ), パーライト, バーミキュライト, 石炭灰

等の鉱物質資材の他, バークないしバーク堆肥, ピート

モス, 木炭, ココヤシピート, 家畜ふん堆肥等の動植物

質資材などが配合されていた (第１表). 今回は分析を

行っていないが, これらの配合組成および比率は多様で

あることから, 保水性, 排水性といった物理性について

も製品によって大きな違いがあるものと予想される.

��������������������������
ベールマン法および生物検定によって得られた結果を

第２表に示した.

ベールマン法によって市販園芸培養土から分離された

総線虫密度は,土壌20�あたり０～25�515 (中央値：2�301)
頭と極めて幅広い範囲にあった. 砂質の鉱質系資材から

なる川砂および桐生土からは線虫がまったく検出されな

かった. また, 泥炭由来の資材であるピートモスやケト

土も土壌中密度が低い傾向にあり, それぞれ43頭, 121

頭であった. 一方, 配合土�, 配合土�および配合土�は
5�000頭を超える線虫が検出された. 自活性線虫は土壌
環境における物質循環に大きく関与しており (������ら,
1998；������ら, 1985；岡田, 2002), それらは土壌病
害虫の活動性に少なからず影響を及ぼし, ある特定の病

害虫の異常な繁殖を抑制する働きがあるとも考えられて

いる (���������・����, 1991；����・���, 2007；�����
ら, 2006).

一方, 市販園芸用培養土からベールマン法によって分

市販園芸培養土の土壌特性とネコブセンチュウ混入の有無 �
��� �����������������������������������

ベールマン法 生物検定

線虫密度�
根こぶ形成程度�

総線虫 ���������������
配合土

配合土� 1�958 ± 54 0 0

配合土� 280 ± 71 0 0

配合土� 25�515 ± 2�019 0 0

配合土� 1�671 ± 897 0 0

配合土� 1�241 ± 425 0 0

配合土� 6�270 ± 1�202 0 0

配合土� 7�356 ± 782 0 0

配合土� 4�525 ± 669 0 0

配合土� 2�301 ± 184 0 0

その他土壌改良資材

腐葉土� 2�827 ± 109 0 0

腐葉土� 1�762 ± 293 0 0

ピートモス 43 ± 8 0 0

川砂 0 0 0

ケト土 121 ± 14 0 0

桐生砂 0 0 0

豚ぷん堆肥 2�344 ± 101 0 0

牛ふん堆肥 470 ± 114 0 0

有機性資材 657 ± 65 0 0

陽性対照

汚染土壌� 1�316 ± 419 33 ± 15 3�0�土壌20�当たり線虫頭数 (平均値±標準誤差, ��3)�0：根こぶなし. 1：根こぶがわずかに認められるが, 被害は目立たない. 2：一見して
根こぶが認められる. 大きな根こぶやつながった根こぶは少ない. 3：大小の根こぶが
多数認められる. 根こぶに覆われて太くなった根も認められるが, 根域全体の50％以
下. 4：多くの根が根こぶだらけで太くなっている. 2反復の平均値.�ネコブセンチュウ汚染圃場から採取した土壌



離された線虫の中にネコブセンチュウは検出されなかっ

た. ベールマン法による線虫の分離効率は必ずしも高い

ものではなく, 本法によるサツマイモネコブセンチュウ

の分離効率は直接検鏡法による検出数の25％程度 (分離

期間３日の場合) であるとの報告もある (皆川, 1977).

したがって, ベールマン法で得られた本結果から, 供試

した園芸用培養土にネコブセンチュウは全く存在しなかっ

たと結論づけることはできない. しかし, ベールマン法

により土壌20�あたり未検出という結果は, 北海道で設
定されているキュウリおよびトマトのネコブセンチュウ

に対する要防除水準 (土壌25�あたり２頭以上) (日本植
物防除協会������) を下回っており, 園芸培養土として
十分に適切であるといえる.

また, トマト幼植物を用いた生物検定においても, い

ずれの市販園芸培養土もネコブセンチュウによる根こぶ

の形成は観察されなかった. したがって, 少なくともこ

れらの園芸培養土には, 作物根に侵入して根こぶを形成

するような活動性を持ったネコブセンチュウは存在して

いなかったと推定される. なお, 土壌20�あたり33頭の
ネコブセンチュウ密度 (ベールマン法による計数値) を

有する汚染圃場の土壌も同様に生物検定を行ったが, こ

の陽性対照では大小の根こぶが多数着生していること

(根こぶ形成程度：3�0) が観察されたことから, 今回の
生物検定はネコブセンチュウによる影響を十分に評価で

きているものであったと考えられる.

以上のように, 鹿児島市内のホームセンターで購入し

た全18種類の市販園芸培養土から植物寄生性線虫である

ネコブセンチュウは確認されず, これらの園芸培養土は

ネコブセンチュウによる作物被害が発生する可能性のな

い安全な農業資材であることが示された. また, 一部の

市販培養土からは5�000頭を超える線虫が検出された.
本研究ではネコブセンチュウ以外の線虫種については,

識別・同定を行っていないので十分に議論することはで

きないが, このような高い総線虫密度は作物栽培に対し

てプラスの影響を及ぼすことはあっても, マイナスの作

用を示す可能性は小さいものと考える. 今回調査した市

販園芸培養土は主として一般家庭で園芸利用されること

が想定されるが, このような有害線虫等を含まない農業

資材の供給は, 地域への有害線虫の拡散を防ぐためにも

重要である. � �
鹿児島市内で販売されている園芸培養土の基本的な土

壌特性を明らかにするとともに, ネコブセンチュウの混

入の有無について調査を行った. 供試した園芸培養土の

水分含有率, ��および電気伝導率 (��) は, それぞれ
0�06～0�72 (中央値：0�47)�����1, 3�1～8�5 (中央値：6�4)
および0�009～10�8 (中央値：0�332)����1の範囲にあっ
た. 園芸培養土からベールマン法によって分離された線

虫の中にネコブセンチュウは検出されなかった. また,

トマト幼植物を用いた生物検定においても, いずれの園

芸用培養土もネコブセンチュウによる根こぶの形成は観

察されなかった. これらのことから, 今回調査した園芸

培養土は, ネコブセンチュウによる作物被害が発生する
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